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平成２９年度 高島市当初予算（案）・補正予算（案）の概要

Ⅰ　各会計別当初予算（案）・補正予算（案）の規模

区　　　　　　　　　　　分 当初予算 前年度予算額 比較増減 増減率

特別会計 13,293,200 16,319,800 △ 3,026,600 △ 18.5

一般会計 23,076,000 28,082,000 77,000 0.3

補正予算

5,083,000

0

（単位：千円、％）

国民健康保険特別会計（直診勘定） 88,600 △ 88,600 皆減

国民健康保険特別会計（事業勘定） 7,009,100 7,154,000 △ 144,900 △ 2.0

農林業集落排水事業特別会計 544,500 △ 544,500 皆減

後期高齢者医療事業特別会計 573,400 553,900 19,500 3.5

熱供給事業特別会計 8,900 8,700 200 2.3

下水道事業特別会計 2,590,300 △ 2,590,300 皆減

訪問看護ステーション事業特別会計 86,400 94,600 △ 8,200 △ 8.7

介護保険事業特別会計 5,615,400 5,285,200 330,200 6.25,615,400

86,400

3.3

水道事業会計 1,769,984 1,962,867 △ 192,883 △ 9.8

事業会計 12,486,759 8,228,546 4,258,213 51.70

下水道事業会計 4,493,351 - 4,493,351 皆増

12,486,759

4,493,351

5,680,005

予　算　総　計 48,855,959 52,630,346 1,308,613 2.5

Ⅱ　平成２９年度一般会計当初予算（案）・補正予算（案）の概要

　平成2９年度の一般会計当初予算（案）は、平成29年2月13日の市長就任日から予算案を市
議会に送付する同月21日までの期間が極めて短いことから、人件費や社会保障費など義務的経
費を中心とした「骨格予算」としています。
　今回追加提案をしました補正予算と合わせた予算総額は28１億５千９百万円で、前年度と比
較して７千７百万円（０.3％）増となり、昨年度に続き合併後最大の規模となります。
　これは、合併特例債の発行期限である平成31年度を見据え、橋梁の長寿命化事業、消雪施設
整備事業などのインフラ整備のほか、衛生センターを県流域下水道施設において共同処理する汚
泥処理施設共同整備事業、現庁舎の増築工事や支所の耐震工事に着手するためです。
　さらに、全国から寄せられた「ふるさと納税」を活用して、若い世代の結婚、出産、子育てを
支援するために、中学生までの医療費助成はもとより、妊婦健診に要する費用の全額助成や第２
子以降の保育料の無料化、妊娠出産包括支援体制の整備など、人口減少に対応し、子育て環境の
充実に重点をおいた予算としたものです。

介護老人保健施設事業会計 543,419 765,404 △ 221,985 △ 29.0

病院事業会計 5,680,005 5,500,275 179,730

5,083,000

1,769,984

543,419

53,938,959

予算総額

28,159,000

13,293,200

7,009,100

573,400

8,900

0
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当初予算規模の推移
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●市税

●地方交付税等

　　　►普通交付税 9,400百万円、特別交付税 1,000百万円

●国・県支出金

●財産収入

●寄附金

●基金繰入金

　　　►上記のうち、ふるさと納税は　380百万円【対前年度比 ＋87百万円、＋ 29.7％】

●市債（臨時財政対策債を除く）

　　　►上記のうち、合併特例債は　2,500百万円

　　　►消雪施設整備、橋りょう長寿命化、斎場施設改修、本庁舎・支所整備などに充当

10,400 百万円【対前年度比 ▲100百万円、▲1.0％】

　　【 歳 入 】 （主なもの）

5,619 百万円【対前年度比 ＋ 8百万円、＋0.1％】

（※平成24～27年度は決算額、平成28、29年度は当初予算額）

4,637 百万円【対前年度比 ▲489百万円、 ▲ 9.5％】

49 百万円【対前年度比 ▲147百万円、▲ 74.8％】

400 百万円【対前年度比 ＋100百万円、＋ 33.3％】

807

2,709 百万円【対前年度比 ＋578百万円、＋ 27.1％】

百万円【対前年度比 ＋136百万円、＋ 20.2％】

（※平成24～27年度は決算額、平成28、29年度は当初予算額）
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　●議会費

　●総務費

　●民生費

►臨時福祉給付金等支給事業

►障害福祉サービス事業

►特定教育施設・保育施設入所事務

　●衛生費

►妊娠・出産包括支援事業

►汚泥処理施設共同整備事業（ＭＩＣＳ事業）

　●農林水産業費

►農村まるごと保全向上対策事業

►饗庭野演習場周辺獣害防止柵整備事業

　●商工費

►企業活動支援事業

►観光施設魅力アップ事業

　●土木費

►道路改良事業

►消雪施設整備事業（水脈調査、融雪施設の整備）

►橋梁長寿命化事業（橋梁の点検、修繕工事）

　●消防費

►消防施設整備事業

　●教育費

►社会体育施設維持補修事業

1,431 百万円【対前年度比 ▲163百万円、▲10.2％】

161 百万円【対前年度比  ▲15百万円、 ▲8.5％】

436 百万円【対前年度比  ＋27百万円、 ＋6.6％】

≪目的別≫

　　【 歳 出 】 （主なもの）

4,313 百万円【対前年度比 ＋622百万円、＋16.9％】

8,315 百万円【対前年度比 ＋ 56百万円、＋ 0.7％】

3,227 百万円【対前年度比 ▲800百万円、▲19.9％】

►庁舎増築、支所庁舎整備事業

►びわ湖高島えんむすび事業（ふるさと納税返礼品）

►鉄道駅バリアフリー化事業

2,143 百万円【対前年度比  ▲55百万円、 ▲2.5％】

1,023 百万円【対前年度比 ＋107百万円、＋11.6％】

3,602 百万円【対前年度比 ＋630百万円、＋21.2％】
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　●人件費

　●扶助費

　　　　►特定教育施設・保育施設入所事務費（多子世帯の保育料負担軽減分）

　●物件費、維持補修費

　●補助費等

　●普通建設事業費

4,428 百万円【対前年度比 ▲108百万円、▲ 2.4％】

4,515 百万円【対前年度比 ▲ 18百万円、▲ 0.4％】

　　　　►障がい者サービス給付費等

≪性質別≫

　　　　►消雪設備整備事業

　　　　►社会体育施設改修事業

　　　　►下水道事業会計の企業会計化に伴う補助費（繰出金からの振替）

4,078 百万円【対前年度比 ＋421百万円、＋11.5％】

　　　　►庁舎増築、支所庁舎整備事業

　　　　►斎場施設改修事業

　　　　►橋梁長寿命化事業（橋梁点検、改修工事）

　　　　►びわ湖高島えんむすび事業（ふるさと納税返礼品）

4,804 百万円【対前年度比 ＋ 23百万円、 ＋ 0.5％】

5,076 百万円【対前年度比＋1,918百万円、＋60.7％】

　　　　►臨時福祉給付金等支給事業
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　　　►保育園・幼稚園運営事業（第２子以降の保育料を完全無料化します。）

◎第２子の保育料は無料化（多子計算に係る年齢制限と所得制限はなし）

　　　►妊娠・出産包括支援事業（妊娠期から子育て期にわたり切れ目のない支援を行います。）

　　　►福祉医療事業・妊婦健診事業・放課後児童健全育成事業など従来からの施策は継続

　　►ふるさと納税（水と緑のふるさとづくり基金繰入金）の使いみち（主なもの）

　　 ・妊婦健康診査に係る費用を全額助成 （妊婦健診事業）

　　 ・第2子以降の保育料を完全無料化（保育園・幼稚園運営事業）

　　 ・中学生までの入院、通院に係る医療費の無料化 （福祉医療事業）

　　 ・マキノメタセコイア並木など地域環境の保全や景観の維持活動を支援 （地域まちづくり事業）

　　 ・トレイルランニング大会の開催 （スポーツ大会等開催事業）

　　 ・コミュニティバスの購入を補助（公共交通対策事業）

　　 ・琵琶湖就航の歌100周年記念事業の実施

　　►びわ湖高島えんむすび事業

○寄附金に対する返礼品（市内特産品）　　200,000千円

○ＰＲ広報宣伝費等          　　　　　　 　  40,363千円

Ⅲ　平成２９年度一般会計予算案のポイント

　　　　►河川防災カメラ整備事業

ʫ̈ ỵ ї ἧ ₁

　　　　►橋梁長寿命化事業（橋梁点検、改修工事）

　　　　►消雪設備整備事業

　　　　►社会体育施設改修事業

合併特例債を充当する主要な事業

ֻ̿ ͈ψ Ẏ ЏВ ρ

　　　　►庁舎増築、支所庁舎整備事業

　　　　►斎場施設改修事業

子育て支援を大幅に拡充！

ふるさと応援寄付金の目標額は４億円、

子育て環境の充実や高島の自然環境の保全などの事業に活用
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►移住・定住コンシェルジュ事業（移住・定住の相談体制を充実させ、若者等の移住定住を促進します）

►びわ湖高島ブランド戦略推進事業（地域資源を全国に情報発信し、移住者や観光客の誘致を図ります）

►特産品国内販売戦略事業（特産品の生産振興、新たな販路拡大と販売促進に取り組みます）

►重要文化的景観を活かした観光振興事業(3地域の水辺景観を活かした観光振興に取り組みます）

►高島サステイナブル・オフィス事業（総合戦略の評価・検証、地域商社的な機能の検討を行います）

►インバウンド誘客促進事業（海外メディアによる観光番組の製作やＰＲを行い、海外からの誘客を促進します）

►集落機能再編・強化推進事業（自治会等の現状を分析し、新たな自治の在り方や支援体制を検討します）

►特産品海外販売戦略事業（「高島ちぢみ」「高島帆布」の海外販路拡大を図ります）

　このほか、平成２８年度３月補正予算で計上する地方創生拠点整備交付金を活用したマキノ
　ピックランドや安曇川道の駅等の観光施設整備事業とも連携させ施策の推進を図ります。

　平成27年10月に策定した「高島市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の基本目標や基本的方
向に基づき、具体的な施策を展開します。

　►地域連携型キャリア教育による人材育成推進事業
　　（若者が地域との関わりの中で、自らの将来ビジョンを考える機会を創出します）

　►高島トレイル魅力発信事業
　　（アウトドアイベントの開催やプロモーションビデオの作成を行いトレイルの魅力を発信します）

地方創生推進交付金を活用し
高島市まち・ひと・しごと創生総合戦略を推進
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ƺ ǫ ǵ ƻ

■ （継続）たかしま野菜生産拡大事業 １３，０００千円

地域特性を活かした特産品の定着を図るため、地場産野菜の学校給食への供給拡大や野菜の周
年栽培のためのパイプハウス等の整備補助のほか、生産農家等が新たに作付を行う場合には、生
産計画（３か年）に基づく作付面積に応じた支援を行います。

【主な事業内容】
○野菜生産拡大事業 3,000千円
○学校給食野菜供給拡大事業補助 1,700千円
○パイプハウス整備および設備補助 6,000千円
○果樹植栽補助 300千円
○野菜栽培機械化整備補助 2,000千円

（担当課：農林水産部 農業政策課）

①産業・観光振興

■（継続）観光施設魅力アップ事業 ７３，３３６千円

各施設利用者ニーズに合わせた施設改修と戦略的なプロモーションが必要なことから、拠点と
なる観光施設の魅力向上、情報発信の強化を進め、滞在型観光の推進による交流人口を増加さ
せ、地域経済の活性化を図ります。

【主な事業内容】
１ マキノ高原温泉さらさ改修

浴室、脱衣室の改修、ドライサウナの設置、脱衣室内の洗面台増設
【建築工事】・内装工事、給排水工事、機械工事等

２ くつき温泉てんくう改修】
脱衣室から浴室入口の安全対策、浴槽の安全対策、浴室内休憩場所の設置、ﾄﾞﾗｲｻｳﾅの設置

【建築工事】・内装工事、給排水工事、機械工事等
（担当課：商工観光部 観光振興課）

■ （新規）琵琶湖周航の歌１００周年記念事業 １，６４７千円

１９１７年（大正６年）、今津で誕生した「琵琶湖周航の歌」が今年１００周年を迎えます。
今回、１００周年を迎えるに当たり滋賀県を中心に、関係市町ならびに文化・観光面等の多く

の団体が連携して県内外への情報発信を行うための「琵琶湖周航の歌促進協議会」が設立されま
した。当市においても日本遺産等との連携を図りながら、琵琶湖周航の歌１００周年を機に歌の
魅力を活用して市内外に広く発信し、観光誘客に繋げていきます。

【主な事業内容】
◎琵琶湖周航の歌１００周年記念式典（仮称）の開催 「滋賀県・高島市（共催）」
◎１００周年記念交流会の開催（市内特産品や観光地ＰＲを実施）
◎１００周年まち歩きマップの作成とゆかりの地まち歩きの実施
◎観光ＰＲのためのノベルティ等の製作

（担当課：商工観光部 観光振興課）

政策

政策

政策
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■（拡大）保育園・幼稚園運営事業 １，１３７，４９３千円
（子ども・子育て支援）

利用者負担額（保育料）の多子軽減について、平成２８年度から保育料の軽減を拡充し、年齢
制限および所得制限を撤廃して第２子を半額、第３子以降の完全無料化を実施しています。

平成２９年度は、市内の子育て家庭への支援策を拡充するため、前年度からの多子軽減に加え
て、国制度の第２子無料化（所得制限あり）に市独自施策で年齢制限および所得制限を撤廃して
第２子の完全無料化を実施します。

【主な事業内容】
○特定教育施設・保育施設入所事務 724,816千円
○私立保育園等運営事業補助 88,511千円
○私立幼稚園等運営事業補助 18,705千円
○公立保育園運営事業 274,757千円
○公立幼稚園運営事業 30,704千円

（担当課：健康福祉部 子育て支援課）

②子育て・教育・女性

■（新規）妊娠・出産包括支援事業 ６，１３４千円

妊娠期から子育て期にわたり支援を行う事業を実施することにより、子育てに関する
不安を軽減し虐待発生を防止するとともに、健やかな乳幼児の成長を促すことを目的と
し、妊娠期から子育て期における切れ目ない支援体制の強化に取り組みます。

【主な事業内容】
○利用者支援事業(母子保健型)

専門職（保健師・助産師）による妊婦相談や子育てに関する相談、支援
○産前・産後サポート事業

専門職(保健師・助産師・栄養士等)による集団および個別相談支援
○産後ケア事業

助産師等の専門職による、産後の母子に対する心身のケア、授乳に関する助言・指導
（担当課：健康福祉部 健康推進課）

■（継続）マイスクール事業（１３小学校・６中学校） ５，４１４千円

各学校が作成した「学校教育到達目標」に基づき、保護者や地域の人々の協力を得ながら、児
童・生徒が主体的に自分の生き方を考え、自立していく力を身につけるよう、学校の特色ある事
業として推進します。

（担当課：教育指導部 学校教育課）

■（継続）小学校大規模改造事業 １０，０００千円

老朽化した学校施設を全面的に改修し、教育環境の改善に努めます。
【主な事業内容】

○今津北小学校大規模改造工事実施設計業務 10,000千円
（担当課：教育総務部 教育総務課）

政策

政策

当初

当初
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■病院事業会計 ５，６８０，００５千円

平成２９年度は、平成２８年１２月に策定しました新高島市民病院改革プランの実施初年度で
あり、このプランに基づく経営効率化数値の年度目標達成へ向けて着実な進捗に努めるととも
に、下記の項目について重点的な取り組みを図ります。

【重点的な取り組み項目】
１．地域医療支援病院の指定
２．高島市国民健康保険朽木診療所の病院事業への移管
３．総合診療科の開設
４．地域包括ケア病棟の適正な運営
５．健診センターにおける市職員健診の受け入れ
６．計画的な医療機器の更新整備

（担当課：高島市民病院）

■（継続）福祉医療事業 ３８６，５８５千円

社会的、経済的に弱い立場にある障がい者や老人等の医療費を助成し、保健の向上と福祉の増
進を図ります。また市単独事業として、乳幼児医療および中学生までの子ども医療費助成につい
て継続して助成を行います。
【主な事業内容】

○福祉医療費助成（補助対象分） 281,300千円
○乳幼児医療費助成・子ども医療費助成（市単独） 90,300千円

（担当課：健康福祉部 保険年金課）

■（継続）スポーツ大会等開催事業 ２，１００千円

全市民を対象に、スポーツ競技力の向上や健康維持増進、コミュニティ醸成を目的として市民
体育大会を開催します。また、新たなスポーツの普及とスポーツツーリズムによる誘客を促進す
るため、トレイルランニング大会の開催を補助します。

【主な事業内容】
○市民体育大会の開催 1,000千円
○トレイルランニング開催補助 1,100千円

（担当課：教育総務部 市民スポーツ課）

③医療・福祉・スポーツ振興

当初

当初

当初
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■（継続）汚泥処理施設共同整備事業 １５，０００千円

汚泥処理施設共同整備事業（ＭＩＣＳ事業）により、高島浄化センター内に前処理施設の整備
工事を実施し、平成29年10月に高島浄化センターへの受け入れを開始します。

【主な事業内容】
○前処理施設整備工事 （滋賀県へ業務委託）

（担当課：環境部 衛生センター）

■（新規）河川防災カメラ整備事業 ９２，９３１千円

大雨時における河川水位等の情報を早期かつ正確に収集し、適正な時期に市民に対し避難準備
情報などの情報発信を行うため、市内５箇所に河川防災カメラを設置します。
【主な事業内容】

○河川カメラ電気代、回線使用料等
○システム設計・現地測量業務等委託
○河川カメラ整備工事（カメラ５台）

設置予定箇所（５箇所）
・石田川（岸脇橋）・北川（山神橋）・百瀬川（能登橋）・知内川（上開田橋）
・八田川（八田川橋）

（担当課：政策部 総合防災局）

■（継続）文化的景観保護推進事業 ５，５１０千円

「海津・西浜・知内の水辺景観」「針江・霜降の水辺景観」「大溝の水辺景観」の３地域の重要
文化的景観選定地の保護と整備活用を推進します。

また、重要な構成要素である大溝城跡や大溝陣屋総門の整備方針を検討するための確認調査等
を進めます。

【主な事業内容】
○大溝城本丸跡の発掘調査委託、大溝陣屋総門の調査委託他
○針江のカバタ1棟の保存修理補助

（担当課：教育総務部 文化財課）

④防災・環境・文化振興

■（新規）斎場施設改修事業 １００，０００千円

平成２９年度は利用者のニーズに合った施設として、高齢者や障がい者などに優しい環境整備
（エレベータの設置やトイレの整備等）を行うことにより、更なる利便性の向上を図ります。

【主な事業内容】
○エレベータの設置 ○男子トイレ、女子トイレ、多目的トイレの整備
○自動ドアの設置 ○待合室の改修

（担当課：環境部 斎場）

政策

当初

当初

政策
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■（継続）鉄道駅バリアフリー化事業 ３３，２２９千円

ＪＲ新旭駅のバリアフリー化の整備に向けて事業者（JR西日本）が行う実施設計に対し補助を行
います。

また、駅前にバリアフリートイレの整備を行います。

【主な事業内容】
○鉄道駅バリアフリー化設備整備費補助 （JR西日本へ補助）
○ＪＲ新旭駅バリアフリー付帯施設（トイレ）整備工事
○ＪＲマキノ駅バリアフリートイレ整備実施設計

（担当課：土木上下水道部 交通対策課）

⑤生活基盤整備

■（継続）橋梁長寿命化事業 ６４９，１６３千円

従来の事後的な修繕から、予防的な修繕へと転換を図り、計画的な橋梁の長寿命化対策を行い
ます。

【主な事業内容】
○橋梁定期点検業務 （１６８橋）
○補修工事、設計業務等（１７橋）

（担当課：土木上下水道部 土木課）

■（継続）消雪設備整備事業 ３１９，５３１千円

防雪対策の必要な路線について、消雪設備を整備し道路交通網の安全性の向上を図ります。
【事業内容】

○消雪井戸水源調査業務等 ４か所

○消雪設備整備工事・さく井工事等 ９か所

（担当課：土木上下水道部 土木課）

政策

政策

政策
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⑥市役所改革の継続

■（継続）庁舎増築整備事業 ７１０，２８３千円

分散している本庁舎機能を集約し、来庁者の利便性向上や災害対策本部機能の一元化を図るた
め、現本庁舎の増築工事および改修工事を行います。

【主な事業内容】
○庁舎整備工事・工事監理等業務（Ｈ29～Ｈ30債務負担行為）
○オフィス環境整備業務（Ｈ29～Ｈ31債務負担行為）

(担当課：総務部 財産管理課）

■（継続）支所庁舎整備事業 ３１３，７９６千円

市民生活に密着した窓口となる各支所については、老朽化が進み、バリアフリー対応も十分で
はありません。利用者の安全確保や利便性の向上、災害時に迅速に対応できる地区本部機能を果
たすため、順次改修を進めます。

【主な事業内容】
○マキノ支所・・・耐震補強および改修工事
○今津支所・・・・現支所庁舎の解体
○朽木支所・・・・耐震補強および改修工事
○高島支所・・・・改修実施設計業務

（担当課：総務部 財産管理課）

■（新規）戸籍住民基本台帳システム構築事業 ６４，２４８千円
（コンビニ交付）

個人番号カードを利用して、全国のコンビニエンスストアのキオスク端末から、住民票写し等
の交付を受けられるサービスを開始します。

導入時期は平成２９年７月予定、市内で利用可能なコンビニエンスストアは１６店舗

【主な事業内容】
○総合窓口支援システム改修業務
○住基戸籍連携システム導入業務
○証明書コンビニ交付サービス構築委託業務

発行できる証明書
・住民票の写し ・印鑑登録証明書 ・戸籍証明書（謄本・抄本）
・戸籍の附票の写し（謄本・抄本） ・所得（課税・非課税）証明書

（担当課：市民生活部 市民課）

政策

政策

当初
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